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学校種別等 貸付限度額

高等学校
高等専門学校

国・公立 10万円

私立 30万円
大学
短期大学
専門学校

国・公立 40万円

私立 60万円

1 申し込み（利用者）

（提出書類）
・入学準備金借受申請書
・生活状況の申告書　・同意書
・借受人本人、借受人と生計を同じにする人、連
帯保証人のそれぞれの所得証明書

2 審査（市）
・提出書類により貸与の可否を決定します。

3 借用手続き（利用者）

（提出書類）
・入学準備金借用契約書
・申請者と連帯保証人の印鑑証明書
・入学が確実であることを証するもの（合格通知等）
・口座振替依頼書

4 貸付け（市）
・手続き完了後 20日以内に、指定された口
座に入金します。

5 返済開始（利用者）
・入学後、１カ月以内に入学を証する書類（在
学証明書等）を提出します。

・入学した４月から月額での返済が始まりま
す。

寄附のテーマ（活用状況） 合計額（件数）

活力あふれるまちづくり

2億 7,188 万 7,000 円
（1,520 件）

主に、工業振興費（新技術の
開発や生産設備の取得、工場
の新設等の補助金）として活
用しました。

健康長寿のまちづくり
8,507 万 5,001 円

（625 件）
主に、在宅福祉事業費（介護
予防運動グループへの補助金）
として活用しました。

豊かな人を育むまちづくり
1億 8,528 万 7,001 円

（1,168 件）
主に、中学校教育振興費（中
学校へのALT 配置のための費
用等）として活用しました。

市長が選定した政策等

2億 627 万 3210 円
（1,126 件）

主に、水資源対策費（地下水
涵養負担金等）として活用し
ました。

合　　　　　　　　計 7億 4,852 万 2212 円
（4,439 件）

豊かな人を
育
はぐく

むまちづくりへ

来
春
の
高
校
・
大
学
進
学
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度

市
内
企
業
か
ら
の
寄
附
金
と
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
活
用
し
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
役

立
て
る
た
め
、「
市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
4
月
に
高
等
学
校
ま
た

は
大
学
等
へ
の
入
学
を
希
望
し
、
入
学
に
必
要
な
費
用
の
支
出
が
困
難
な
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
の
財
源

「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

総
務
省
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
出

身
地
や
思
い
入
れ
の
あ
る
地
の
自
治
体

へ
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
な

ど
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
・
個
人
の

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

市
で
は
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

と
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
約

7
億
６
０
６
０
万
円
を
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
産

業
振
興
や
福
祉
の
充
実
、
教
育
振
興
な

ど
、
市
の
3
つ
の
重
点
施
策
お
よ
び
市

制
度
の
概
要

高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
へ
の
入
学

準
備
の
際
、
市
が
入
学
に
必
要
な
費
用

を
無
利
子
で
貸
付
け
る
制
度
で
す
。
利

用
の
際
は
、
所
得
要
件
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。制
度
の
詳
細
は「
入
学
準
備

金
貸
付
制
度
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
案
内
は
学
校
教
育
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）

●
対
象

平
成
29
年
4
月
に
高
等
学
校
、
ま
た

は
大
学
等
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒

の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る
費
用
の

支
出
が
困
難
な
人
で
次
の
条
件
を
満
た

す
人

①
市
内
に
住
民
登
録
し
、
実
際
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
連
帯
保
証
人
（
１
人
）
を
立
て
ら
れ

る
こ
と

③
生
計
が
同
じ
人
の
所
得
の
合
計
額
が

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

長
が
選
定
す
る
政
策
の
取
り
組
み
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
、
お

知
り
合
い
で
市
を
応
援
い
た
だ
け
る
皆

さ
ん
に
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」
制

度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

制
度
の
詳
細
は
、
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
庶
務
法
規
担
当

（
71
・
２
４
０
８　

71
・
５
１
５
５
）

※
所
得
要
件
の
ほ
か
に
生
活
困
き
ゅ
う

の
状
況
に
よ
っ
て
貸
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
連
帯
保
証
人
の
要
件

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
実
際
に

居
住
し
次
の
条
件
を
満
た
す
人

①
借
受
人
と
は
別
に
独
立
の
生
計
を
営

む
20
歳
以
上
の
人

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

③
後
見
や
保
佐
、
補
助
開
始
の
審
判
ま

た
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
を
育
み

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

こ
の
度
、
市
内
の
株
式
会
社
マ
ル
井

様
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
人
材
育
成
の

た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
と
「
安
曇

野
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
の
一
部
を
活
用

し
、
学
習
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
経
済
的
な
理
由
で
進
学
等
が
困
難
な

子
ど
も
た
ち
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
高

校
・
大
学
進
学
の
た
め
の
入
学
準
備
金

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

市
で
は
、「
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
に
掲
げ

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
職
業
観

や
主
権
者
意
識
を
身
に
付
け
る
「
立
志

塾
」、「
中
学
生
議
会
」
の
開
催
、
国
際

感
覚
を
養
う
「
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
な
ど
、
今
後
も
安
曇
野
ら
し
い

特
色
あ
る
教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
市
の
大

切
な
宝
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
人
材
育
成
と
合
わ
せ
て
、
ふ
る

さ
と
安
曇
野
へ
の
定
着
も
促
し
、「
若

者
が
活
躍
で
き
る
」
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
長　

宮
澤
宗
弘

て
い
な
い
人

●
利
子　

無
利
子

●
返
済
方
法　

入
学
月
の
4
月
か
ら
各

学
校
の
通
常
の
修
学
期
間
中
に
返
済

（
繰
り
上
げ
返
済
可
）。

●
募
集
期
間　

11
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
末
日
ま
で

●
申
し
込
み　

学
校
教
育
課
教
育
総
務

係
（
市
役
所
3
階
7
番
窓
口
）

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
係

（
71
・
２
２
２
３　

71
・
２
３
３
８
）

●貸付限度額

●利用の流れ

●寄附金の実績および活用状況
　（平成 27 年度）
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市
と
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を
締
結

■
ま
ち
づ
く
り
の
指
針 

総
合
計
画
の
策
定
始
ま
る

■
市
長
と
語
る
会
を
開
催　

５
６
７
人
が
参
加

友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市
と
災

害
時
の
相
互
支
援
を
す
る
「
災
害
時

相
互
援
助
協
定
」
の
締
結
式
を
10
月

25
日
、
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
東
金
市
か
ら
志
賀
志し

が賀
直な

お
は
る温

市
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
協
定
書
が

取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
昨
年
の
友
好
都
市

締
結
を
機
に
、
両
市
が
相
互
に
強
固

市
政
運
営
の
中
心
と
な
る
第
2
次

市
総
合
計
画
（
平
成
30
～
39
年
度
）

を
検
討
す
る
市
総
合
計
画
審
議
会
が

10
月
26
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。民

間
諸
団
体
代
表
者
や
学
識
経
験

者
、
公
募
委
員
な
ど
16
人
に
委
嘱
書

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
会
長
に
選
ば
れ

た
信
州
大
学
経
法
学
部
教
授
の
広ひ

ろ
せ瀬

純す
み
お夫
さ
ん
に
宮
澤
市
長
が
諮
問
し
ま

市
内
5
地
域
で
、
市
長
と
市
民
の

皆
さ
ん
が
直
接
語
り
合
う
市
政
懇
談

会
「
市
長
と
語
る
会
」
を
10
月
22
日
、

市
役
所
本
庁
舎
と
三
郷
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
23
日
に
は

堀
金
公
民
館
と
穂
高
支
所
で
、
29
日

に
は
明
科
公
民
館
で
も
行
わ
れ
、
5

会
場
で
５
６
７
人
が
参
加
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
新
総
合
体
育
館
建

設
に
つ
い
て
「
大
き
な
大
会
が
開
催

で
き
る
規
模
の
も
の
を
」
と
す
る
意

な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
も
の
で
、

平
成
24
年
１
月
に
交
わ
し
た｢

災
害

時
相
互
支
援
宣
言｣

を
充
実
さ
せ
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
定
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
市
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
災
者

に
必
要
な
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必

需
品
や
救
命
救
助
に
必
要
な
資
機
材

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
応
急
・
復

見
や「
高
齢
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
適
正
規
模
の

施
設
を
」
と
す
る
案
や
「
建
設
計
画

を
見
直
し
て
、
他
の
体
育
施
設
の
整

備
に
あ
て
て
ほ
し
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
子
育
て
や
景
観
な
ど
、
安
曇
野

の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
の
様
子

は
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る

ほ
か
、
概
要
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
予
定
で
す
。

旧
対
策
に
必
要
な
職
員
の
派
遣
の
ほ

か
、
被
災
者
を
一
時
収
容
す
る
施
設

の
提
供
な
ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
両
市

の
連
携
を
深
め
、
官
民
挙
げ
て
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い
」と
述
べ
、

志
賀
市
長
は
「
両
市
の
防
災
対
策
に

心
強
い
協
定
と
な
っ
た
。
絆き
ず
なを
さ
ら

に
深
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
市
の
10
年
後
を
見

据
え
、
財
政
面
で
も
実
現
可
能
な
実

効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
、
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
や
将
来
都
市
像
な
ど
を

示
し
た
「
基
本
構
想
」
と
具
体
的
な

施
策
の
体
系
な
ど
を
示
し
た
「
前
期

基
本
計
画
（
平
成
30
年
～
34
年
度
）」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
平
成
29
年
度
に

終
了
す
る
第
１
次
市
総
合
計
画
の
検

証
と
、
本
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

で
の
意
見
を
反
映
し
ま
す
。市
で
は
、

審
議
会
の
答
申
な
ど
を
経
て
、
平
成

29
年
度
末
ま
で
の
計
画
策
定
を
目
指

し
ま
す
。

締結後握手をする志賀東金市長（左）と宮澤市長

幅広い分野の意見交換がされた（10月 23日穂高支所）

委員に委嘱書を手渡す宮澤市長

会場 放映日 放映開始時間
明　科 12月 28日（水） 午後９時 30分～
三　郷 12月 29日（木） 午後７時～
堀　金 12月 29日（木） 午後９時 30分～
豊　科 12月 30日（金） 午後５時～
穂　高 12月 30日（金） 午後７時～
※再放送あり。放映日が変更になる場合があります。

友好都市・武蔵野市へ

「芸術文化の旅」募　集

友好都市である武蔵野市を訪問し、「第 129
回武蔵野《初笑い》寄席」（（財）武蔵野芸術
文化事業団主催）の鑑賞と、武蔵野市の皆さ
んと交流します。
「 第 129 回 武 蔵 野

《初笑い》寄席」では、
古典落語の名手、古
今亭志ん輔さんが主
任を務め、愛弟子に
よる笑い芸や新春に
はおめでたい太神楽
が予定されています。

●日時
平成 29 年１月 14 日（土）・15 日（日）
●対象　市内在住・在勤の人
（未就学児は参加できません。）
●内容

・「第 129 回武蔵野《初笑い》寄席」の鑑賞
・武蔵野市の皆さんとの交流会
・武蔵野市や東京都内の散策（吉祥寺、柴

又などの自由散策）
●費用　15,520 円（予定）

内訳：宿泊料（12,520 円）
　　　入場料など（約 3,000 円）
※その他、自由散策時の費用は各自負担
●定員　20 人（応募多数の場合は抽選）
●申し込み方法　11 月 21 日（月）から 12 月

2 日（金）の間に、参加者の住所・氏名・年齢・
電話番号を、電話、郵送・持参・ファクス
のいずれかの方法で政策経営課（2 階�番
窓口）に申し込みください。（受付時間は平
日の午前 8 時 30 分～午後 5 時）
●その他　この事業は、旅行業法に沿って行

います。
●問い合わせ・申し込み先

〒 399‐8281　（住所記載不要）
政策経営課都市交流係

（471・2402　671・5155）

●市長と語る会あづみ野テレビ放映日程
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平成 28 年度
全国学力・学習状況調査
「平成 28年度全国学力・学習状況調査」が本年４月に市内小・中学校 17校（調査対象：小学校 6年生、
中学校 3年生）で行われました。市教育委員会では、今後の教育施策や教育活動に役立てるため、市校
長会と学力向上推進委員会を組織し、結果を分析しましたので、その概要を報告します。

問学校教育課教育指導室（471・2461　671・2338）

１　平均正答率の比較の概要
「正答率」は、全調査者数のうちの正答者数の割

合（百分率）で表し、「平均正答率」は正答率の平
均として表します。市と全国や県の平均正答率を比
較すると表１のようになります。

例えば、全国の平均正答
率が 80.0、安曇野市の
平均正答率が 84.0 だっ
た場合、平均正答率差が
4.0 以上となり、記号は「☆
☆☆」、意味は「大きく上
回っている」と表現します。

【小学校の傾向と課題】
①国語
言語についての知識・理解や技能については、おお
むね身に付いていると思われます。書く問題では正答
率が低い結果となっているので、今後は、文章の内容、
図表やグラフなどから読み取った事柄を、質問の「条件」
に合わせて書けるように指導していくことが必要であ
ると思われます。

②算数
今回、全ての領域において全国、県の平均を下回り
ました。特に、記述式の問題は無解答率が他の問題よ
りも非常に高く、理由や説明を書くことに課題がみら
れました。算数への興味関心や数学的な思考・表現力
を高める日常の指導が一層必要であると思われます。

【中学校の傾向と課題】
①国語
言語についての知識・理解・技能に関する問題の平
均正答率は国の正答率を上回っており、家庭学習を含
めた言語に関する学習の成果が現れていると思われま
す。さらに、さまざまな言葉を身に付けるため、多く
の文章に触れる機会を設けることが必要だと思われま
す。

②数学
基本的な計算技能はおおむね身に付いていると思わ
れます。その中でも、数学的に表現したり説明したり
する問題では、無解答率が県や全国よりは低いものの
他の問題より高い結果になりました。数学的な思考・
表現力を高める指導がさらに必要であると思われます。

２　生活環境や学習状況
　市学力向上推進委員会では学力調査結果と学習状
況調査結果の関連から特にその推移を注目している
設問があります。下記のグラフ１～ 5 はその一例で
す。縦軸の数値は、「そう思う」と答えた児童・生徒

の割合を表しています。「そう思う」と答えた児童・
生徒の方が、正答率が高い傾向があります。
　考察すると設問ア・イ・ウについては、中学校の
伸びが著しく、小学校の数値と同じくらいかそれ以
上になっていることが分かります。学力調査結果と
重ね合わせると「目標をはっきり持つこと」、「友達
とかかわり合って学ぶこと」、「学んだことを振り返
り、その価値を意識づけること」の大切さが改めて
はっきりしたといえそうです。これらを授業の基本
にすることや解答をあきらめない粘り強さを身に付
けること、家庭学習についてはまだ改善の余地があ
りそうです。学校と家庭との連携も重要です。

３　調査の今後の活用
　市教育委員会と各校は、調査を通して把握した児
童生徒の実態を教育施策や教育活動に役立てていく
ために、関係機関と連携しながら次のような取組を
行います。
■教育委員会は
①「学力・体力向上４カ年計画」の各校への定着を進め、
指導主事の学校訪問等で日々の授業改善を支援します。

②基本的な生活習慣や家庭学習の一層の定着を図るため
に、市校長会・市教育会・市ＰＴＡ連合会と協働で作成
した「家庭学習のすすめ」の理解と活用を進めていきま
す。

■学校は
①基本的な学校での学習や生活の習慣を形成するとともに
家庭学習の定着のために、市教育委員会や家庭、地域と
連携をしながら取り組んでいきます。また、さまざまな
機会を通して家庭に協力を呼び掛けたり、支援をしたり
していきます。

②児童生徒が、授業や学校生活、家庭学習などについて自
分の課題を知り、自ら改善していくことができるように、
児童生徒と各家庭へ具体的な指導・助言や支援を行って
いきます。

比較的正答率が高い
傾向にある子どもの生活の様子

学力調査結果と学習状況調査結果のクロス集
計を分析すると、次に示す項目において「当て
はまる」と答えた児童生徒の正答率が比較的高
い傾向がみられました。
■小学生に見られる傾向
・毎日、同じくらいの時刻に起きている。

・家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事につい

て話をする。

・家の手伝いをしている。

・先生は、あなたのよいところを認めてくれている。

・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思う。

■中学生に見られる傾向
・毎日、同じくらいの時刻に寝ている。

・家で学校の宿題をしている。

・読書は好きだ。

・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があ

る。

・授業で、生徒の間で話し合う内容を理解して、相手

の考えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝え

ていたと思う。

【調査の概要】
実施日　平成 28年４月 19日（火）
実施学年　小学校６年生（10 校、
856人）、中学校３年生（７校、890人）
※私立小・中学校は調査対象外。

【調査の内容】
①教科に関する調査
国語（Ａ・Ｂ）、算数・数学（Ａ・Ｂ）

※区分Ａは、主に「知識」に関する問題、
区分Ｂは、主に「活用」に関する問題
②生活習慣や学習環境等に関する質
問紙調査

内容 県との比較 国との比較

小学校

国語Ａ ○ ☆
国語Ｂ ○ ☆
算数Ａ ▽▽ ▽▽
算数Ｂ ▽ ▽

中学校

国語Ａ ☆ ☆☆
国語Ｂ ☆☆ ☆☆
数学Ａ ☆☆ ☆
数学Ｂ ☆☆ ☆☆

記　号 意味（平均正答率の差）
☆☆☆ 大きく上回っている（4.0 以上）
☆☆ 上回っている（2.0～ 3.9）
☆ 少し上回っている（1.0～ 1.9）
○ ほぼ同じ（±0.1～±0.9）
▽ 少し下回っている（－1.0～－1.9）
▽▽ 下回っている（－2.0～－3.9）
▽▽▽ 大きく下回っている（－4.0 以下）

■市と全国、県の平均正答率に対する比較（表１）

※調査結果の詳細は、市ホームぺージ、または市教
育委員会（3 階7番窓口）でご覧いただけます。
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グラフ 3
設問ウ　授業の最後に学習内容を振り返
る活動をよく行っていたと思う

グラフ 1
設問ア　授業のはじめに目標（めあて・
ねらい）が示されていたと思う

グラフ 2
設問イ　授業では、学級の友達との間で
話し合う活動をよく行っていたと思う

グラフ 4
設問エ　家で、自分で計画を立てて勉強
をしている

グラフ 5
設問オ　家で、学校の授業の予習をして
いる

■生活環境と学習状況の関連性

※Ｈ 23～ 25年度は設問項目なし ※Ｈ 23～ 25年度は設問項目なし
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●
日
時　

平
成
29
年
１
月
8
日
（
日
）

開
式　

午
後
2
時
～

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
（
豊
科
南
穂
高
３
８
０
０
‐
1
）

●
対
象　

平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
人
も
し
く
は
、
他
市
町
村
の
中

学
校
等
を
卒
業
後
、
転
入
し
、
平
成

28
年
10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人

※
会
場
に
は
十
分
な
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
乗
り
合
わ
せ
な
ど
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
多
数
の
た
め
、
写
真
撮
影
時

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
み
ら
い
」
か
ら
贈
る
ク
リ
ス
マ
ス
の

夕
べ
～
髙
嶋
青お

う
み海
・
竹
内
遥
香
・
山や
ま
ぎ
わ極

遥
香
フ
ル
ー
ト
＆
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
＆

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
～
チ
ケ
ッ
ト
販
売

「
第
6
回
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
公

開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
か
ら
選
考
さ
れ

た
、
髙
嶋
青
海
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、

竹
内
遥
香
さ
ん
（
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
）、

山
極
遥
香
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
後
6
時

～
8
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
席
指
定
・

未
就
学
児
入
場
不
可
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

11
月
20
日
（
日
）

か
ら
各
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。
電
話

で
の
予
約
は
「
み
ら
い
」
の
み
受
け

付
け
ま
す
。（
受
付
時
間
は
午
前
9

時
～
午
後
9
時
30
分
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
窓
口

▽
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

▽
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

▽
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施

設
「
ひ
ま
わ
り
」

信
州
大
学
人
文
学
部
連
携
事
業
事
前
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
か
た
ち
た
ち
」

12
月
18
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
音

を
か
た
ち
に　

か
た
ち
を
音
に
～
ち
く

ち
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
～
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
使
用
す
る
装

飾
を
作
製
し
て
い
ま
す
。
2
人
１
組
で

簡
単
に
作
れ
る
の
で
、「
み
ら
い
」
図

書
館
に
訪
れ
た
際
に
、
皆
さ
ん
も
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

12
月
17
日
（
土
）
ま
で

●
場
所　

中
央
図
書
館
内
コ
ー
ナ
ー

展
示
「
ち
く
ち
く
校
歌
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
す
る
作

家
、
宮
田
篤
さ
ん
と
笹さ

さ

萌も

え恵
さ
ん
が
、

茨
城
県
の
小
学
校
で
作
っ
た
６
６
０
校

の
校
歌
の
旗
を
事
前
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

11
月
17
日
（
木
）
～
12
月
17

日
（
土
）

●
場
所　
「
み
ら
い
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

企
画
展　

市
民
「
マ
イ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
」
3
期
開
催
中

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た
、

明
治
・
昭
和
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
た
こ

と
の
一
端
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

平
成
29
年
2
月
初
旬
ま
で

●
会
場　
「
み
ら
い
」交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
観
覧
料　

無
料

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
祝
日
の
翌

日

豊科郷土博物館ワークショップ⑤俵作り体験　参加者募集
問豊科郷土博物館　472・5672　672・7772

　博物館では、展示用の俵作りを通して、わら細工の技術を学ぶ体験ワークショップを開催します。
●日時　12 月 10 日（土）午前 9 時～午後 5 時
●場所　郷土博物館学習室　●講師　高山和夫さん　　
●定員　3 人（先着順）　●参加費　130 円（保険料等）　　
●持ち物　剪

せんてい

定はさみ・昼食・飲み物等・汚れても良い、作業しやすい服装
●申し込み　11 月 22 日（火）から 12 月 8 日（木）までに郷土博物館窓口か、

電話で申し込みください。（受付時間は、午前 9 時～午後 5 時）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

昨年の様子

俵作りの様子

平
成
29
年
安
曇
野
市
成
人
式　
　
　
　
●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６　

71
・
２
３
３
８

受付時間 写真撮影（大ホール） 学校（クラス）
① 午前11時45分～午後0時15分 午後0時25分 穂高西中学校卒業生（1～2組）
② 正午～午後0時30分 午後0時40分 穂高西中学校卒業生（3～4組）
③ 午後0時15分～0時45分 午後0時55分 豊科南中学校卒業生（全）
④ 午後0時30分～1時 午後1時10分 三郷中学校卒業生（1～3組）
⑤ 午後0時45分～1時15分 午後1時25分 三郷中学校卒業生（4～5組）

受付：テントＢ《豊科北中学校、穂高東中学校、堀金中学校、明科中学校、市外中学校等卒業生》
受付時間 写真撮影（中ホール） 学校（クラス）

① 午前11時45分～午後0時15分 午後0時25分 豊科北中学校卒業生（1～2組）
② 正午～午後0時30分 午後0時40分 豊科北中学校卒業生（3～4組）
③ 午後0時15分～0時45分 午後0時55分 穂高東中学校卒業生（1～3組）
④ 午後0時30分～1時 午後1時10分 穂高東中学校卒業生（4～5組）
⑤ 午後0時45分～1時15分 午後1時25分 堀金中学校卒業生（全）

⑥ 午後1時～1時30分 午後1時40分
明科中学校卒業生（全）
安曇野市外の中学校等の卒業生

■受付時間と写真撮影時間
受付：テントＡ《穂高西中学校、豊科南中学校、三郷中学校卒業生》

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
の
催
し

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

昨年のコンサート

茨城県の小学校での事前展示

「かたちたち」のコーナー
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女
性
限
定
講
座
「
美
的
カ
レ
ッ
ジ
」

第
5
回
目
は
「
簡
単
お
せ
ち
料
理
」
で

す
。
正
月
に
は
か
か
せ
な
い
お
せ
ち
料

理
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
１
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館
調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20

歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
女
性

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

●
内
容　

だ
て
巻
き
、
鶏
肉
の
八
幡
巻

き
、
ニ
シ
ン
の
昆
布
巻
き
等

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

●
申
し
込
み　

12
月
１
日
（
木
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当
へ
電

話
ま
た
は
、
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
の
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）
※
参
加
決
定
者
に
は
、
後

日
通
知
し
ま
す
。

陶
芸
ク
ラ
ブ
「
絆
」
の
会
員
が
作
製

し
た
、
日
常
使
い
の
食
器
や
雑
貨
を
中

心
に
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
29
日
（
火
）
～
12
月
11

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

※
11
月
29
日
は
正
午
か
ら
、
12
月
11

日
は
正
午
ま
で

●
場
所　

記
念
館
企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

寒
い
冬
、
保
存
が
き
き
、
心
も
体
も

温
ま
る
お
せ
ち
料
理
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
15
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

穂
高
会
館
調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
講
師　

山
本
則
子
さ
ん
（
郷
土
料
理

研
究
家
・
ス
ー
プ
の
会
代
表
）
他
2

人
●
内
容　

ブ
リ
雑
煮
・
三
盛
・
黒
豆
・

な
ま
す
等

●
定
員　

16
人（
未
経
験
者
優
先
と
し
、

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

●
申
し
込
み　

11
月
21
日
（
月
）・
22

日
（
火
）
に
穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

※
参
加
決
定
者
に
は
、
後
日
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

斎
藤
俊
雄
長
野
教
室
い
つ
き
会
展

市
内
在
住
の
日
本
画
家
、
斎
藤
俊
雄

さ
ん
の
作
品
9
点
と
、
斎
藤
さ
ん
の
教

手
づ
く
り
の
正
月
飾
り
で
、
気
持
ち

の
良
い
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　
「
み
ら
い
」
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
講
師　

小
松
三
郎
さ
ん
・
上
條
強
さ

ん
●
対
象　

一
般
（
中
学
生
以
上
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
（
火
）
か
ら

　

中
央
図
書
館
に
電
話
か
窓
口
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

室
、
い
つ
き
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
約
20

点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
2
日（
金
）～
11
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時　

※
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

美
術
館
内
本
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

南
の
蔵　

●
観
覧
料　

無
料　

池
末
み
ゆ
き　

ラ
イ
ア
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト　

～
冬
に
奏
で
る
～

ラ
イ
ア
ー
奏
者
・
池
末
み
ゆ
き
さ

ん
が
、
美
術
館
所
蔵
の
作
品
で
、
髙
橋

節
郎
が
螺ら
で
ん鈿
装
飾
を
施
し
た
小
型
の
竪

琴
・
ラ
イ
ア
ー
を
使
用
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
後
2
時

～
3
時　

●
会
場　

美
術
館
展
示
室　

●
定
員　

50
人
（
事
前
申
込
・
先
着
順
）

●
入
場
料　

展
覧
会
入
場
料
に
含
ま
れ

る
。
一
般
４
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
３
０
０
円　

※
未
就
学
児
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
（
火
）
か
ら

12
月
16
日
（
金
）
ま
で
の
開
館
日
に
、

美
術
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）　

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
色
画
用
紙
等
で
、

お
正
月
の
つ
る
し
飾
り
を
作
り
ま
す
。 

●
日
時　

12
月
20
日
（
火
）
午
後
4
時

30
分
～
5
時
30
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館
会
議
室
4

●
講
師　

お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト

●
対
象　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
～
小
学

生
（
園
児
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

色
え
ん
ぴ
つ

●
申
し
込
み　

11
月
29
日
（
火
）
か
ら

堀
金
図
書
館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

ぬ
か
く
ど

ぬ
か
く
ど
は
、
米
を
脱
穀
し
た
後
に
出

る
ぬ
か
（
も
み
殻
）
を
燃
料
に
し
た
か
ま
ど

で
す
。
昭
和
20
年
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
ぬ

か
を
手
に
入
れ
や
す
い
稲
作
農
家
を
中
心
に

普
及
し
ま
し
た
。

だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
に
似
た
丸
い
形
の
ぬ

か
く
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
か
ま
ど
よ

り
も
火
力
が
強
い
だ
け
で
な
く
、
薪
を
集
め

る
手
間
が
い
ら
な
い
こ
と
、
つ
き
っ
き
り
で

火
の
番
を
し
な
く
て
い
い
こ
と
な
ど
農
家
に

と
っ
て
「
革
命
的
」
で
、
特
に
炊
飯
用
と
し

て
と
て
も
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
電
気
や
ガ
ス
の

炊
飯
器
が
普
及
し
始
め
、
ぬ
か
く
ど
は
あ
ま

り
使
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ぬ
か
く
ど
で
炊
い
た
ご
飯
は
、
電
気
炊

飯
器
の
ご
飯
と
は
一
味
違
っ
た
独
特
の
香
ば

し
い
風
味
が
あ
り
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
56

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

博物館所蔵のぬかくど
従来のぬかくどにカバー
を付けることでより安全
に使えるようになった

お
す
す
め
の
一
冊

そ
の
本
の
物
語

村
山　

早
紀
／
著

紹介する人

松枝　園
そ の み

実さん
（明科中学校 2年）

私
が
紹
介
す
る
の
は
、『
そ
の
本
の

物
語
』
と
い
う
本
で
す
。
こ
の
お
話
は
、

主
人
公
の
南み

な
み波
が
、
病
院
で
寝
た
き
り

に
な
っ
て
い
る
親
友
の
沙さ

あ
や綾
の
た
め
に

「
風
の
丘
の
ル
ル
ー
」
と
い
う
本
を
毎
日

朗
読
す
る
お
話
で
す
。

そ
の
お
話
の
主
人
公
ル
ル
ー
は
、

１
０
０
歳
の
魔
女
の
子
で
す
。
で
も
魔

女
は
成
長
が
ゆ
っ
く
り
な
の
で
、
人
間

で
い
う
と
10
歳
く
ら
い
に
見
え
て
い
ま

す
。
ル
ル
ー
は
魔
女
狩
り
に
よ
っ
て
両

親
を
亡
く
し
、
た
っ
た
一
人
の
姉
も
ル

ル
ー
を
育
て
る
た
め
に
仕
事
を
し
す
ぎ

て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
人

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ル
ル
ー
は
、
姉
が

残
し
て
く
れ
た
し
ゃ
べ
る
く
ま
の
ぬ
い

ぐ
る
み
ペ
ル
タ
と
一
緒
に
風
の
丘
で
暮

ら
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

心
優
し
い
魔
女
の
子
の
お
話
と
親
友

想
い
の
女
の
子
の
お
話
で
す
。
温
か
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
壮
大
な
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
ディロン

クリスマスの約束

＜上映時間：50分＞

●日時　9日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　7・14・21日（各水曜日）

	 10：30～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　17日（土）	 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　クリスマスおはなし会

　　ちいさいたんぽぽ　きぼう学習室 1

　　 9日（金）	 10：30～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　きぼう学習室 1

　　 9日（金）	 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　クリスマスおはなし会

　　三郷文化公園体育館健康相談室

　　10日（土）	 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　20日（火）	 10：30～（乳幼児以上対象）

	 16：30～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　14日（水）	 16：30～

12月の図書館イベント

女
性
限
定　

美
的
カ
レ
ッ
ジ

「
簡
単
お
せ
ち
料
理
講
座
」

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

穂
高
公
民
館　

季
節
の
料
理
教
室

「
お
せ
ち
料
理
」

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
の
催
し

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

貞
享
義
民
記
念
館

三
郷
陶
芸
ク
ラ
ブ
「
絆
き
ず
な」
作
品
展

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

第
3
回
中
央
図
書
館
講
座

わ
ら
細
工
で
正
月
飾
り
を

作
ろ
う
！

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

堀
金
図
書
館　

絵
本
わ
く
わ
く
講
座
③

お
正
月
の
つ
る
し
飾
り
を
作
ろ
う
！

堀
金
図
書
館

72
・
３
６
０
１

ながの電子申請
サービスURL
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穂高西小学校開校 30 周年記念式典が 10 月 29 日、同
校で開かれました。同校は、昭和 62 年 4 月、児童増加
に伴い、穂高南小学校から分離独立し、穂高地域の牧、
塚原、久保田、柏原、柏矢町の 5 区を通学区として開校。
これまで約 2,500 人の卒業生を送り出しています。

式典には、在校生のほか来賓、地域住民など約 650
人が出席し、30 年の歩みを振り返る DVD の上映や校
歌「いのちの希

ねが

い」の合唱などが行われました。小
こばやし

林
栄
え い こ

子校長はあいさつで、地域の支えと共に校風を育
はぐく

ん
できたことに感謝を述べ、児童会会長の大

おおつか

塚壮
そうごう

剛くん
（6 年）は「西小の宝である仲良しの輪を大切に、笑顔
あふれる学校にしていきたい」と話しました。

また、記念講演では校歌の作詞者で哲学者の川
か わ だ

田殖
しげる

さんが講演。自分自身で考えて行動することや、命の
大切さなど歌詞に込めた思いを語り、「世界や日本のた
め、命を育て、広い心持った人になろう」と在校生に
呼び掛けました。

安曇野の景観保全などについて考える、シ
ンポジウム「世界に誇る安曇野の景観」（長
野県建築士会安曇野支部主催）が 10 月 10 日、
穂高交流学習センター「みらい」で行われま
した。この日は、市民など約 150 人が出席。
市内在住で古民家再生の第一人者で建築家の
降
ふりはた

幡廣
ひろのぶ

信さんの基調講演のほか、公開討論で
は、市に関わりのある皆さんや移住した皆さ
んが、安曇野の風景の素晴らしさや景観保全
について意見を述べました。パネラーからは、
市民が意識して保全に取り組む必要性を会場
に呼び掛けていました。

市区長会設立 10 周年記念式典が 10 月 15
日、市役所で行われました。当日は、83 区
の区長や歴代会長の皆さんなど約 350 人が出
席。会長で柏原区長の熊

く ま い

井深
ふ か お

男さんはあいさ
つで「83 区の地域力を向上させ、今後も市民
が主役の地域づくりをしていきたい」と決意
を述べました。平成 19 年 4 月に設立した市
区長会は、住み良い地域を目指し、各区が抱
える共通の課題に対して、情報交換や解決に
向けて取り組んできました。平成26年度には、
区のあり方を記した「区マニュアル」を作成。
現在は、さらに身近な隣近所のあり方を掲げ
た「コミュニティ・マニュアル」の作成など
にも取り組んでいます。

10/29　穂高西小学校が開校 30周年

10/10　シンポジウム「世界に誇る安曇野の景観」

10/15　市区長会 10周年記念式典

子どもたちの笑顔と心を育
はぐく

み30年

景観保全 私たち市民から

地域力向上へ 決意新たに

あづみ野クラフトフェア（実行委員会主
催）が 10 月 15 日、16 日の二日間、豊科南
部総合公園で初開催されました。会場では、
県内外から集まった作家による、手作りの
アクセサリーや日用品などが並び、来場者
は個性的な作品を手に取り、楽しんでいま
した。実行委員長の清水哲也さん（松本市）
は「安曇野の素晴らしい景色の中で開催し
たかった。地域が活気づくイベントとして
毎年開催していきたい」と話しました。

第 18 回「田舎のモーツァルト」音楽祭が
10 月 21 日、穂高東中学校で行われました。
この音楽祭は、同校が詩人・尾崎喜八の詩

「田舎のモーツァルト」のモデルになったこ
とにちなんで、在校生や地域の人も参加し
毎年行われています。第１部では生徒によ
る演奏や重唱、全校合唱が行われました。
演奏を聴いた關

せき

喜
き わ

和さん（穂高）は「子ど
もたちの演奏技術が高く、心に響きました」
と話しました。第 2 部の招待演奏では、ピ
アニストの久元祐子さんとテノール歌手の
福井敬さんによるコンサートが行われ、ラ
ストには来場者全員で唱歌「ふるさと」を
大合唱しました。

恒例の市民運動会（各地域市民運動会実行委員会主
催）が 10 月 16 日、穂高地域を除く市内 4 地域で開催
されました。

当日は、子どもから大人まで 4 地域で合わせて約
7,400 人の市民の皆さんが参加。各会場ではパン食い
競争やムカデ競争、綱引きなど、さまざまな種目が行
われ、秋晴れの下、力を合わせて競技する選手たちに
は大きな声援と拍手が送られていました。

10/15・16　あづみ野クラフトフェア

10/21　穂高東中「田舎のモーツァルト」音楽会

10/16　４地域で市民運動会

手作り作品の魅力を発信

歌声が校舎に響く

秋晴れの下　力合わせて
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市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

1415 広報あづみの　2016.11.16 2016.11.16　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者

名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記

載
が
な
い
場
合
や
、
電
話
、
口
頭
に

よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
担
当

mshogaigakushu@
city.azumino.nagano.jp

●
募
集
期
間　

11
月
21
日
（
月
）
～
12

月
20
日
（
火
）

●
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容
を
と

り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る
情

報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々
の
意
見

に
対
し
て
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

市
在
住
者
を
対
象
に
わ
さ
び
漬
け
作

り
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
4
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

「
せ
せ
ら
ぎ
」
ホ
ー
ル

●
対
象　

市
在
住
者

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

包
丁
・
ま
な
板
（
可
能
な

人
）・
前
掛
け
・
ず
き
ん
（
手
拭
い
）・

持
ち
帰
り
用
容
器（
２
０
０
㌘
程
度
）

●
申
し
込
み　

11
月
21
日
（
月
）
か
ら

27
日
（
日
）
の
間
に
「
せ
せ
ら
ぎ
」

に
直
接
来
館
い
た
だ
く
か
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（

62
・
６
６
６
７
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時

間
は
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

市
で
は
、「
市
公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
計
画
」
を
受
け
て
南
部
総
合
公
園

に
新
総
合
体
育
館
の
建
設
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
現
在
策
定
中
の
、
基
本
計
画

案
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
、
通
学
す
る
人
。
市
内
で
事
業
な

ど
を
行
う
個
人
や
団
体
、
ま
た
は
市

体
育
施
設
を
利
用
す
る
人
や
団
体
な

ど
。

●
閲
覧
方
法　

生
涯
学
習
課
（
3
階
5

番
窓
口
）、
各
公
民
館
お
よ
び
各
支

所
、
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
・

提
言
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個
人
の

場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務
先
、

学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

運
動
と
介
護
予
防
や
健
康
に
関
す
る

知
識
を
身
に
付
け
、
実
践
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

●
日
時　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

か
ら
3
月
28
日
（
火
）
の
間
で
、
週

１
回
、
お
お
む
ね
火
曜
日
の
午
後
１

時
～
3
時

●
場
所　

堀
金
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
堀
金
憩
い
の
里
う
ら
ら
」

●
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
市
民
（
関
節
疾
患
の
あ
る
人

は
要
相
談
。
医
師
か
ら
運
動
制
限
の

指
示
が
あ
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。）

●
内
容　

運
動
実
技
・
認
知
症
予
防
や

生
活
習
慣
病
予
防
・
口
の
健
康
な
ど
、

介
護
予
防
や
健
康
に
関
す
る
学
習
会

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

●
申
し
込
み　

11
月
28
日
（
月
）
か
ら

12
月
9
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
も

し
く
は
、
介
護
保
険
課
窓
口
（
１
階

�
番
窓
口
）で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
）

国
道
19
号
の
拡
幅
を
契
機
と
し
た
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
懇
談
会
で
出
た
意
見
を
ま
と
め
、

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
（
木
）
①
午
後
3

時
～
5
時　

②
午
後
7
時
～
9
時

　

※
①
、
②
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

●
場
所　

明
科
公
民
館 

講
堂

●
対
象　

明
科
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

●
申
し
込
み　

不
要

お
正
月
飾
り
作
り
体
験

安
曇
野
の
伝
統
的
な
正
月
飾
り
の
由

来
を
知
っ
て
、
飾
り
作
り
に
挑
戦
し
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
1
時

●
講
師　

内
川
充み

つ
ひ
ろ弘
さ
ん

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物 

ハ
サ
ミ
・
カ
ッ
タ
ー

生
い
も
で
つ
く
る
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

生
い
も
で
つ
く
る
こ
ん
に
ゃ
く
の
味

を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
7
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時

●
講
師　

え
べ
や
組
合
員

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

【
共
通
事
項
】

●
場
所　

明
科
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ

ば
「
え
べ
や
」（
旧
明
科
夢
い
ち
ば
）

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
（
火
）
か
ら

「
え
べ
や
」
へ
電
話
（

88
・
６
２

７
５
）で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
、
火
、
木
、
土
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
～
正
午
）

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

集

募新
総
合
体
育
館
整
備
基
本
計
画

案
に
つ
い
て
意
見
を
募
集

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

（

71
・
２
４
６
７ 
71
・
２
３
３
８
）

わ
さ
び
漬
け
作
り
体
験
会

問
観
光
交
流
促
進
課
拠
点
維
持
整
備
係

（

71
・
２
０
５
５ 

72
・
１
３
４
０
）

「
え
べ
や
」
の
食
と
体
験
講
座

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ニ
ア
！

実
践
お
た
っ
し
ゃ
塾
（
堀
金
会
場
）

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

第
５
回
明
科
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

問
都
市
計
画
課
計
画
係

（

71
・
２
２
４
６ 

72
・
３
５
６
９
）

会

談

懇
●国民健康保険税	 （5期）
●後期高齢者医療保険料	 （8期）
●介護保険料	 （8期）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は11月30日（水）＝

11月の納期 ◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
11
月
２
日
発
行
号（
２
３
８
号
）

○
３
ペ
ー
ジ
「
信
州
ま
つ
も
と
空
港
冬
季

促
進
助
成
金
交
付
制
度
」
の
住
所
要
件

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進
協

議
会
加
盟
市
町
村
に
「
白
馬
村
」
と
「
朝

日
村
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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司法書士による無料相談　問地域づくり課市民相談室　471・2496　672・3176

養育費集中相談会
県司法書士会では、養育費に関するトラブルで困っている

皆さんの相談に、電話や面談で応じます。
▷電話相談　40120・448・788（フリーダイヤル）
●日時　12 月 8 日（木）～ 10 日（土）午前 10 時～午後 3 時
▷面談相談　（要予約）
●日時　12 月 10 日（土）午前 10 時～午後 3 時
●場所　県司法書士会館 2 階（長野市妻科 399 番地）
●予約・問い合わせ　県司法書士会　4026・232・7492

登記・法律無料相談
土地や建物の相続登記や、会社・法人などの

設立登記、裁判所への提出書類の作成など、司
法書士が関連するさまざまな相談に応じます。
●日時　12 月 7 日（水）①午前 9 時～正午

②午後１時～ 4 時
●場所　市役所 2 階相談室 211
●定員　12 人（先着順）
●申し込み　11 月 30 日（水）午前 9 時から電

話で市民相談室に申し込みください。

前
9
時
～
午
後
5
時
）

●
申
し
込
み
先　

松
本
保
健
福
祉
事
務

所
健
康
づ
く
り
支
援
課
保
健
衛
生
第

一
係
（

40
・
１
９
３
８　

47
・

９
２
９
３
）

mm
atsuho-kenko@

pref.nagano.lg.jp

市
内
で
拡
大
し
て
い
る
松
く
い
虫
被

害
か
ら
、
大
切
な
松
を
守
る
手
段
と
し

て
、
樹
幹
注
入
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

▽
野
外
で
の
実
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
し
や
す

い
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
一
部
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」
を
「
病
気
」

と
し
て
と
ら
え
、
依
存
か
ら
回
復
へ
つ

な
が
る
こ
と
を
目
指
し
、
正
し
い
知
識

や
対
応
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
30
分
（
受
付
時
間
は
午

後
１
時
～
）

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
3
階
３
０
１

号
会
議
室

●
対
象　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
の
あ
る
人

の
家
族
、
支
援
に
関
わ
る
関
係
者

●
定
員　

45
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
24
日
（
木
）
～
12

月
2
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午

平
成
30
年
度
か
ら
全
県
一
斉
に
、
原

則
と
し
て
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の

あ
る
全
て
の
事
業
者
を
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
ま
す
。

現
在
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
特
別
徴
収
を
行

う
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　
　

従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
者

が
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給

与
か
ら
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ

っ
て
納
税
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
従
業
員

は
、原
則
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
、パ
ー

ト
等
を
含
む
全
て
の
従
業
員
で
す
。

●
対
象
外
と
な
る
例

　
　

次
の
場
合
は
、
当
面
、
特
別
徴
収

を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
ま
す
が
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
い
た
だ
く
際
に
、
所
定
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

　

い
る
人

②
給
与
が
少
な
く
税
額
が
引
け
な
い

　

人
③
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期
な
人

④
事
業
専
従
者
（
個
人
事
業
主
の
み

　

対
象
）

⑤
退
職
者
ま
た
は
退
職
予
定
者
（
5

　

月
末
日
ま
で
）

⑥
総
従
業
員
数
（
※
）
が
2
人
以
下

　

の
事
業
所

※
総
従
業
員
数
…
①
～
⑤
に
該
当
す
る

全
て
の
（
他
市
区
町
村
分
を
含
む
。）

従
業
員
数
を
差
し
引
い
た
人
数

●
問
い
合
わ
せ　

県
庁
市
町
村
課

　
4
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
６
８

次
の
日
程
で
、
青
色
決
算
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

松
本
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
記
帳
指
導
担
当

　
4�

32
・
２
７
９
０

会

習

講ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
講
演
会

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
１ 

81
・
０
７
０
３
）

青
色
決
算
説
明
会

問
税
務
課
市
民
税
担
当

（

71
・
２
４
８
５ 

72
・
２
０
６
５
）

事
業
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定

問
税
務
課
市
民
税
担
当

（

71
・
２
４
８
５ 

72
・
２
０
６
５
）

松
く
い
虫
防
除
樹
幹
注
入
講
習
会

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

演題 講師
①午後１時 30
分～
ギャンブル依
存症とは

信州大学医学部
附属病院　
精神科　
中村敏範さん

②午後２時 30
分～
ギャンブル依
存症からの回
復

長野県精神保健
福祉センター

●演題および講師
●開催日程等

●日時および場所
日時 場所

12月４日（日）
午前９時～ 11時 長峰山山頂駐車場周辺

12月６日（火）
午前９時～ 11時

ほりでーゆ～四季の郷
（堀金烏川 11-1）

12月７日（水）
午前９時～ 11時

江戸川区立穂高荘
（穂高有明 2105-22）

12月 11日（日）
午前９時～ 11時 光城山山頂駐車場周辺

12月 11日（日）
午後１時～３時

市営小倉グラウンド
（三郷小倉 3483-1）

10 月分の空間放射線量
本庁舎で測定された値は健康に影響のないものでし

た。詳しくは市ホームページをご覧いただくか、担当
課まで問い合わせください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

10/3（月）10/11（火）10/17（月）10/24（月）10/31（月）

本庁舎（豊科） 0.07 0.09 0.07 0.07 0.08

市有土地（建物４棟付き）の売却
問財産管理課管財担当　471・2003　671・1340

市が所有する次の土地（建物４棟付き）を一般競争入札に
より売却します。一般競争入札とは、入札参加者が価格を競
い合って、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で最も高
い価格を付けた人に購入していただく方法です。参加には、
事前の申し込みが必要です。希望する場合は、売却案内書と
必ず現地を確認の上、参加ください。
●受付期間　11 月 16 日（水）～ 12 月 16 日（金）　

午前 9 時～午後 5 時（土日・祝日を除く）
●入札日程　平成 29 年１月 17 日（火）　午後 1 時 30 分～
●入札場所　市役所 2 階会議室 201
●申し込み　市役所財産管理課（3 階4番窓口）または市ホー

ムページから売却案内を入手し、必要事項を記入の上、財
産管理課へ提出してください。

●その他　▷市土地利用条例による各種手続きが必要になり
ます。▷この入札は市の都合により、延期または中止する
ことがあります。

●売却物件（事業者向け）

所在地：明科中川手２１番８

土  地　　地目：宅地
面積：986.46㎡（298 坪） 
建  物　　木造セメント瓦葺平家建、昭和 61年 12月築
59.62 平方メートル（18坪 3DK）が３棟
39.74 平方メートル（12坪 2DK）が１棟　計４棟
最低売却価格：5,079,000 円
旧用途：　宮本教職員住宅
建物４棟付きで売却します。最低売却価格は、建物等を
取り壊す場合の費用を控除してあります。
上水道φ 25ミリメートル引込済み。
下水道公共ます設置済み。

国
道
19
号

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線

長峰荘

金

税対象 開催日 開催時間 開催場所

農業所得を有する
青色申告者 11月30日（水）午前10時～正午

安曇野スイス村
サンモリッツ
中ホール

事業所得または不
動産所得を有する
青色申告者

12月1日（木） 午後1時30分～3時30分

豊科交流学習センター
「きぼう」
2階多目的交流ホール
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高
齢
者
に
一
方
的
に
健
康
商
品
を
送

り
つ
け
、「
あ
な
た
が
注
文
し
た
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
だ
け
」
な
ど
と
言

い
く
る
め
、
強
引
に
商
品
を
買
わ
せ
る

「
送
り
つ
け
商
法
」
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
対
処
法　

▽
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な

い
も
の
や
、
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら

れ
た
も
の
は
、
商
品
を
受
け
取
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
▽
仕
方
な
く
承
諾

し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
商
品
が
届

い
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
一
定
期

間
内
で
あ
れ
ば
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」
が
で
き
ま
す
。

※
身
近
な
人
に
相
談
で
き
な
い
場
合
は

警
察
署
や
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

市
と
Ｊ
Ａ
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

で
は
、
三
郷
地
域
の
野
ね
ず
み
一
斉
駆

除
を
行
い
ま
す
。
駆
除
に
あ
た
り
、
果

樹
農
地
や
あ
ぜ
の
ね
ず
み
の
穴
な
ど
に

薬
剤
を
仕
掛
け
ま
す
。
子
ど
も
や
ペ
ッ

ト
が
誤
っ
て
口
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）

※
悪
天
候
の
場
合
は
、翌
日
4
日
（
日
）

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
使
用
薬
剤　

ヤ
ソ
ヂ
オ
ン

●
そ
の
他　

豊
科
・
穂
高
・
堀
金
お
よ

び
明
科
地
域
の
駆
除
は
、
3
月
18
日

（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
12
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員

会
な
ど
は
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
期
日
程
等
詳
し
く
は
、
議

会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

11
月
24
日
（
木
）
～
12
月
19

日
（
月
）
ま
で
（
予
定
）

●
時
間　

午
前
10
時
～

●
場
所　

市
役
所
3
階
議
場

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
が
行
っ
て
い
る
「
地
域
活
動
助
成

事
業
」を
活
用
し
、各
地
区
・
団
体
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、市

町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）

の
収
益
金
に
よ
り
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
役
だ
っ
て
い
ま
す
。

●
荻
原
区　

秋
祭
り
で
使
用
す
る
柴
舟

の
台
車
を
新
調
し
ま
し
た
。

●
小
岩
岳
自
主
防
災
会　

防
災
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の

　

   

掲
示
板

第 8 回
長
峰
山
山
頂
の
草
原
を
守
る
！

市
内
を
眼
下
に
一
望
で
き
る
こ
と
か

ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
明

科
の
長
峰
山
山
頂
は
、
地
元
の
宮
本
地

区
や
山
頂
を
利
用
す
る
団
体
の
草
刈
り

に
よ
り
草
原
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
草
原
に
は
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
や
タ

ム
ラ
ソ
ウ
の
よ
う
な
在
来
植
物
を
主
と

し
た
植
生
が
広
が
っ
て
お
り
、
草
原
性

の
生
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
人
の
手

入
れ
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
草
原

と
し
て
は
歴
史
も
古
く
、
市
内
で
は
最

も
広
い
面
積
を
も
ち
、
大
変
貴
重
な
場

所
で
す
。
ま
た
、
長
峰
山
山
頂
は
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
や
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

出
発
場
所
と
し
て
も
愛
好
家
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
植
生
を
残
し
、
観
光
客
や
草

原
利
用
者
か
ら
も
愛
さ
れ
る
場
所
と
し

て
、
今
後
も
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き

ま
す
。

長峰山山頂の草原

せ

ら

知

お宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

高
齢
者
を
狙
っ
た「
健
康
食
品
の

送
り
つ
け
商
法
」が
急
増
！

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

71
・
２
１
０
０
）

三
郷
地
域　

野
ね
ず
み
一
斉
駆
除

～
誤
飲
防
止
に
ご
協
力
を
～

問
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９

71
・
２
５
０
７
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
議
会
事
務
局
庶
務
係

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

人 権 人権のつどい
問人権男女共同参画課人権男女共生担当　471・2406　671・5155

人権週間に合わせ、人権のつどいを開催します。私たち一人ひとり
がお互いの人権を尊重する意識を持ち、身近な差別や偏見について考
え、全ての人の人権が守られる社会を実現させましょう。
●日時　12 月 11 日（日）　午後１時 30 分～ 4 時
▷１時 40 分～　全国中学生人権作文コンテスト松本地区入選者
　　　　　　 　表彰式・発表
▷ 2 時 30 分～　講演会

●会場　豊科公民館　大ホール
●演題　「報道と人権」　●講師　河

こ う の

野義
よしゆき

行さん
●入場料　無料　●申し込み　不要
●その他　▷託児を受け付けます（要予約・満 6 カ月以上対象）。

12 月 8 日（木）までに人権男女共同参画課へ申し込みください。
　▷手話通訳があります。
12 月 4日（日）～ 10 日（土）は「第 68 回人権週間」
「人権週間」は、昭和 23 年 12 月 10 日に国際連合総会において世界

人権宣言が採択されたことを記念して制定されました。「思いやりの
心」や「かけがえのない命」について考える機会としてください。

講師経歴：1994 年６月「松本サリ
ン事件」に遭遇。自宅付近からサリ
ンが発生し、容疑者扱いをされる。
1995 年３月 20 日、「地下鉄サリン
事件」が発生。無実が証明され、長
野県警本部、国家公安委員長、マス
コミ各社が相次ぎ謝罪。
現在は犯罪被害者支援のNPOリカバ
リー・サポートセンター顧問。「報道
改革」などを訴え全国で講演活動を
している。

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

安曇野神
かみあかり

竹灯 2016

8000 本の竹灯籠が神秘と幻
想の世界へ誘います。竹灯籠
の点火に参加しませんか。参
加希望者は、午後３時 50 分
頃までに穂高神社拝殿前に集
合してください。

日：12月２日（金）
～４日（日）午後４
時～８時頃

場：穂高神社周辺

費：不要
持：先の長い点火
用ライター（点
火に参加する
人）

安曇野神竹灯実行委員会
（商工会穂高支所内）
482・5820　682・
5494
mhotaka@azumino-biz.net

子育て支援団体へ本を
寄贈します

「信州岩波講座 /まつもと」で
は本を通して子育ての活動を
している団体に本を寄贈し、
活動を支援します。

日：平成 29年１月
27日（金）まで

定：数団体（応募
多数の場合は審
査の上、決定）

申：松本市ホームページ
から申込用紙を入手
し、必要事項を記入の
上、松本市人権・男女
共生課に申し込みくだ
さい。

問：松本市人権・男女共
生課　439・1105　
637・1153

変形股関節症学習会

変形股関節症について理解を
深める学習会と情報交換会
を行います。午前 10 時から
DVD による学習会、午後 0
時 30 分からは情報交換を行
います。

日：12月４日（日）
午前 10時～午後２
時 30分（受付は９
時 30分～）場：豊
科交流学習センター
「きぼう」２階第１
学習室

定：20人
対：股関節症患者
および家族

費：1,000 円
持：昼食

申・問：11月 30日（水）
までにNPO法人のぞ
み会　内田広子さん
（472・0595）に午後
8時以降に電話で申し
込みください。
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健康

防災
＋プラス

暖
房
機
器
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え

て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
給
油
す
る
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
時
に

は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
た

り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

④
暖
房
機
器
の
近
く
で
は
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
引
火
の
危
険
が
あ
る
も
の

は
使
用
し
な
い
。

身
近
な
相
談
窓
口

わ
が
子
の
日
々
の
成
長
が
楽
し
い
育

児
。
そ
の
一
方
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や

不
安
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な

く
て
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
の
成
長
や
悩
み
を

ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
の
成
長
を
長
い
目
で

見
守
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
は
、
も
と
も
と
自
分
自
身
で

育
つ
力
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
顔
や
個
性
、
成
長
や
発
達

の
ス
ピ
ー
ド
も
み
ん
な
違
い
ま
す
。
他

の
子
ど
も
と
比
べ
て
焦
っ
た
り
せ
ず
、

わ
が
子
が
成
長
・
発
達
す
る
姿
を
長
い

目
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
流
の
子
育
て
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う

一
人
ひ
と
り
違
う
子
ど
も
の
成
長
・

発
達
に
も
、
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
成
長
・
発
達
の
順
序
は
、

み
ん
な
同
じ
で
す
。
食
事
で
は
、母
乳
・

ミ
ル
ク
だ
け
で
大
き
く
な
っ
て
い
た
時

期
か
ら
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
3
回
の

食
事
で
必
要
な
栄
養
素
が
摂と

れ
る
よ
う

に
、
成
長
に
合
わ
せ
て
食
事
の
形
態
を

変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
共
通
す
る
成

長
・
発
達
を
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
確
認

し
て
、
自
分
流
の
子
育
て
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

親
同
士
の
交
流
の
場
に
も

「
子
育
て
で
悩
ん
だ
時
」「
立
ち
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
時
」、
そ
ん
な
時
に
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。保

健
師
、
助
産
師
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
が
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
た

相
談
に
の
り
ま
す
。

友
達
作
り
も
で
き
る
楽
し
い
場
で

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

　

穂
高
・
明
科
地
域  

81
・
０
７
１
１

　

豊
科
地
域  

81
・
０
７
１
３

　

三
郷
・
堀
金
地
域  

81
・
０
７
１
４

家
庭
で
で
き
る
火
災
予
防

暖
房
機
器
の
正
し
い
取
り
扱
い
や
消

防
庁
が
示
し
て
い
る
「
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
火
災
に
な
ら
な
い
・
さ
せ
な
い
・

被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
火
災
予
防

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

▽
豊
科
消
防
署　

72
・
３
１
４
５

▽
穂
高
消
防
署　

82
・
３
２
６
２

▽
梓
川
消
防
署　

78
・
２
０
９
０

▽
明
科
消
防
署　

62
・
２
９
９
２

若狭育美さん・杏莉ちゃん（生後３カ月）

●今日はどのような相談で来ましたか？
12 月に生後 6カ月になるのでインフルエ
ンザの予防接種についてと、指しゃぶりや首
すわりの様子を相談に来ました。
●相談してみていかがでしたか？
今のままでいいと思う事や、保健師さんに
聞いてからにしようと思っていたこともあ
り、心配に思っていたことをしっかり聞くこ
とができました。相談に来て良かったです。

育
児
相
談
に
き
た
若
狭
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
♪

家
族
で
火
災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

空
気
の
乾
燥
や
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、火
災
の
多
く
な
る
時
季
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係　

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９

いのちを守る 7つのポイント
～ 3つの習慣と 4つの対策～

3つの習慣
①ストーブは燃えやすいものから離れた

位置で使用する。
②ガスコンロなどの調理器具から離れる

ときは必ず火を消す。
③寝タバコは絶対しない。

4 つの対策
①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報

器を付ける。
②布団や衣類からの火事を防ぐため、防

炎品を使用する。
③火事を小さいうちに消すため、住宅用

消火器などを置く。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るた

め、隣近所の人たちと協力体制を作る。

全国瞬時警報システム（J-ALERT）による情報伝達訓練を行います
問危機管理課危機管理担当　471・2119　672・6739

　全国瞬時警報システム（※ J-ALERT）を用いた情報伝達訓練を
行います。全国一斉の訓練ですので、当日は安曇野市以外でもさま
ざまな手段を用いて訓練情報を発信します。
●日時　11 月 29 日（火）　午前 11 時頃
●内容　国が送信した訓練情報を、屋外の

スピーカーから一斉放送します。市のメー
ル配信サービス（国からの緊急情報）に
登録している人には、訓練メールを配信
します。
●その他　災害の発生など、状況によって

は訓練放送を中止することがあります。

J-ALERT とは…地震や津波、武力攻撃などの緊急情報を、
国から人工衛星などを通じて瞬時に伝えるシステムです。

市メール配信サービス
市では、防災情報の伝達手

段の一つとして、火災・気象・
地震などの防災情報を配信し
ています。登録いただいた、
パソコン・携帯電話等に緊急
情報などを E メールでお届け
します。
●利用方法　利用登録が必要

です。詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。
uhttp://www.city.azumino.

nagano.jp/soshiki/4/85.html

気
軽
に
悩
み
を
相
談
「
母
乳
・
育
児
相
談
」

市
で
は
、
毎
月
市
内
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
乳
・
育
児
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
は
、
22
ペ
ー
ジ
ま
た
は
健
診

こ
よ
み
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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12月（December）の予定
12 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

８日（木）	（予約日：1日（木））・22日（木）（予約日15日（木））
場市役所 2階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　※23・29・30日は行いません。　時 8：30～ 17：00
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188番「嫌や！（イヤヤ！）」

12月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

８日（木） 場市役所 4階　会議室 401　※生活相談も含む

８日（木） 場市役所 3階　相談室 311

労働に関する相談　　　
12月の児童館の予定

･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1回の相談時間 50分で 3枠。予約は前日の正午まで。
16日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（金・祝） 25日（日） 29日（木） 30日（金）年末 31日（土）年末
穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

スマイル歯科クリニック
88-3221［豊科］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

追分クリニック
82-2129［穂高］
石 田 医 院
72-2766［豊科］
米 倉 医 院
72-2354［堀金］
け や き 歯 科
72-7272［堀金］
有 明 歯 科
88-8689［穂高］

前角整形外科医院
82-1408［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

須澤クリニック
82-2993［穂高］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

ももせクリニック
77-1188［三郷］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

土屋クリニック
71-1811［豊科］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

ヒカリ歯科医院
82-8171［穂高］

山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

布 山 歯 科 医 院
77-6388［三郷］

林 歯 科 医 院
62-2403［明科］

山 田 歯 科 医 院
73-7575［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 23・29・30日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00
毎週月～金曜日　※ 23・29・30日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

15日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

５日（月）・★19日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★20日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★21日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★22日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★22日（木）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	 1・15日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 6・20日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 8・22日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 13日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 14日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

1日（木）・5・12・19・26日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

8・15・22日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

2日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

7・14・21日（水）　
場豊科公民館 2階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 7・21日は家族会

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	みんなあつまれ！ミニミニクリスマス
	 要予約   定員 30人	 1日（木）	 11：00～ 11：40
	読み聞かせ	 5・12日（月）	 11：00～ 11：20
	育児相談	 16日（金）	 10：30～ 12：00
	児童館笑顔ごはん・みんなあつまれ！餅つき会

	 要予約 子ども100円大人200円   持ち物：お椀・はし	17日（土）	 10：30～ 12：00
	 みんなあつまれ！ママキッズビクス	 27日（火）	 10：30～ 11：30
	 要予約   定員 30組　持ち物：タオル、飲み物、上ぐつ

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	子育て勉強会 乳幼児安全法	 2日（金）	 10：30～ 11：30
	 要予約   定員 20組

	 ファミリーサポート登録会 	 5日（月）	 10：30～	 登録無料　持ち物：印鑑

	 児童館笑顔ごはん・地域の知恵袋 餅つき会
	 要予約 子ども100円大人200円  	 10日（土）	 10：30～ 12：30
	 持ち物：エプロン、三角巾、水筒（お茶）	
	キッズパーク クリスマス会	 14日（水）	 10：30～ 11：30
登録家庭以外要予約 150円   定員 10組　持ち物：手拭き、飲み物

	 育児相談 	 16日（金）	 10：30～ 12：00
	 読み聞かせ	 15・22日（木）	 11：00～

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 2・16日（金）	 11：00～ 11：20
	わらべうた 	 5・12・19・26日（月）	 11：10～
	みんなあつまれ！	 9日（金）	 10：30～ 11：30	 12 月生まれハッピーバースディ♡

	みんなあつまれ！サウンドオブクリスマス
	 要予約   定員 25組	 13日（火）	 10：30～ 11：30
	育児相談・身体測定	 16日（金）	 10：30～ 12：00

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 2日（金）	 11：00～ 11：20
	みんなあつまれ！クリスマス飾り～エッグオーナメント作り～
要予約   定員 20人	 8日（木）	 10：30～ 11：30
	みんなあつまれ！観劇会＆すいとん会
要予約   定員 50人	 10日（土）	 10：30～ 12：00
	育児相談	 12日（月）	 10：00～ 12：00

	 チャレンジタイム  ゆびあみマフラー作り	
	 	 17日（土）	 14：00～ 15：00

要予約 100円   対象：小学生　定員 20人　

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

	育児相談・身体測定	 2日（金）	 10：30～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	子育て勉強会 子育て中のお金の話	9日（金）	 10：30～ 11：30
	 要予約   定員 20組

	読み聞かせ	 26日（月）	 11：00～ 11：20

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	みんなあつまれ！ クリスマスコンサート
	 要予約 100円   定員 20組	 2日（金）	 10：00～ 12：00
	 育児相談・身体測定	 5日（月）	 10：00～ 12：00
	キッズパーク 餅つき会
	 	 13日（火）・14日（水）・15日（木）	 10：30～ 11：30
	要予約 300円   対象：13日（火）は 2歳児以上、14 日（水）は 1歳児、
15 日（木）は 0歳児　定員各 5組

	 チャレンジタイム  うどん作り	 17日（土）	 10：30～ 12：00
	 要予約 100円   対象：小学生　定員 15人

	 読み聞かせ	 19日（月）	 11：00～ 11：20

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	 児童館笑顔ごはん・みんなあつまれ！  わくわく観劇会＆餅つき会
	 要予約 子ども100円大人200円 	 3日（土）	 10：30～ 12：00
定員 60名　　持ち物：飲み物、はし（フォーク）

	育児相談・身体測定	 16日（金）	 10：30～ 12：00
	読み聞かせ	 21日（水）	 11：00～ 11：20

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	 地域の知恵袋　絵手紙 対象：小学生	 3日（土）	 10：30～ 11：30
	 読み聞かせ 対象：小学生	 8日（木）	 16：00～
	 育児相談	 12日（月）	 10：30～ 12：00
	読み聞かせ	 12日（月）	 11：00～ 11：20
	キッズパーク クリスマス会
	 		 13日（火）・14日（水）・15日（木）	 10：30～ 11：30

要予約 200円   定員各 5組　対象 13 日（火）は 2歳児、14 日（水）は
1歳児、15 日（木）は 0歳児

	 ファミリーサポート登録会 	 16日（金）	 10：30～	 登録無料　持ち物：印鑑

	 チャレンジタイム  デザートクッキング	 3日（土）	 10：00～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生　定員 20名　持ち物：エプロン、三角巾

	キッズパーク おからクッキー
	 		 6日（火）・7日（水）・8日（木）	 10：30～ 11：30
	要予約 100円  定員各 5組　対象：６日（火）は 2歳児、7日（水）は 1歳児、8
日（木）は 0歳児　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物	

	 育児相談 	 9日（金）	 10：30～ 12：00
	キッズパーク クリスマス会
	 		 13日（火）・15日（木）	 10：30～ 11：30
	 要予約 100円  定員各5組　対象：13日（火）は2・1歳児、15日（木）は0歳児	
	 チャレンジタイム  冬至かぼちゃ	 17日（土）	 10：30～ 12：00

要予約 100円   対象：小学生　定員 20人

	読み聞かせ	 19日（月）	 11：00～

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

20日（火）場明科公民館　※人権相談　
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口12月6日（火）・20日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日12月25日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱いま
す。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2016.11.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,241 人（＋ 15）男 47,587 人（－ 11）女　50,654 人（＋ 26）
世帯　38,875 世帯（＋ 56）

安曇野で婚活
幻想的な灯の下、
素敵なパートナーを探しませんか

●参加資格
25 歳～ 49 歳までの真剣に結婚を考
えている男女

※ 40 歳以上の男性は、事前セミナー受
講済みであること（過去にアズサポ主
催の婚活セミナー受講済みの人は除く）
●定員
男女各 50人（先着順）

●参加費
男性 5,000 円　女性 1,000 円

●申し込み
11 月 30 日（水）までに電子メール
または、商工会各支所窓口で申し込み
ください。申込書はアズサポHP、商
工会各支所、市役所長寿社会課（1階
�番窓口）の各窓口で入手できます。
uhttp://azusapo.com/koikatsu/

●問い合わせ
コイカツ事務局「アズサポ」
（安曇野をサポートする会）
4090・1119・1151　682・8265
m info@azusapo.com
市役所長寿社会課
471・2253　671・2328

In 神
か み あ か り

竹灯

12.3 午後１時～７時土
場所　穂高神社神竹灯イベント会場・市役所穂高支所
　　　主催　市商工会青年部（市結婚相談受託事業）

婚活事前セミナー
会話・接客、服装・髪型のプロを招いて、参加者へ個別に指導します。
PRタイムの練習・服装講習・フリータイムでひとりにならない方
法などお悩みの場合は気軽にご参加ください。
※時間等詳細は事務局へ問い合わせください。

11/26
（土）

コ イ カ ツ


